
プレスリリース

平成２７年１１月 ６日

林 野 庁

近畿中国森林管理局

平成２７年度森林・林業交流研究発表会の開催について

日頃より、森林・林業・木材産業政策及び国有林野事業の推進に当たり、ご理解、

ご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。

林野庁近畿中国森林管理局では、公益的機能の高度発揮のための森林施業、民有林

経営への支援となる林業技術や手法の確立、森林環境教育の推進、民有林・国有林が

連携した森林・林業の再生に向けた取組などについて、その成果の普及・定着を図る

ため、また、発表者相互の研鑽、交流、連携を深めることを目的として「平成２７年

度 森林・林業交流研究発表会」を下記のとおり開催します。

当研究発表会は、一般社団法人森林･自然環境技術者教育会（JAFEE）の認定した森

林分野ＣＰＤプログラムとして公開されています。

記

１ 開催日時 平成２７年１１月２６日（木）１３時～２７日（金）１５時３０分

２ 場 所 近畿中国森林管理局 大会議室

大阪市北区天満橋１丁目8番75号

（大阪環状線「桜ノ宮駅」下車徒歩５分）

３ 発表プログラム

別添「プログラム」のとおり。

４ 主 催 者 林野庁近畿中国森林管理局

５ 傍聴ご希望の方は、ホームページよりお申込みください。

http://www.rinya.maff.go.jp/kinki/koho/event/kenkyu_happyou.html

【問い合わせ先】

林野庁近畿中国森林管理局

森林整備部 技術普及課

担当者：積、山下

電 話：050－3160－6754

ＦＡＸ：06－6881－2055



平成２７年度 森林・林業交流研究発表会開催要領

１ 目 的
公益的機能の高度発揮のための森林施業、民有林経営への支援となる林業技術や手法

の確立、森林環境教育の推進、民有林・国有林が連携した森林・林業の再生に向けた取
組や業務を通して得た創意工夫の成果の普及・定着を図る。
また、幅広い関係者等からの発表会への参加を通して、相互の研鑽、交流、連携を深

める。

併せて、研究課題への取組を通して、人材育成に資する。

２ 内 容
公益的機能の高度発揮のための森林施業、低コスト化等を目指した林業技術や手法、

安全衛生意識の高揚、効果的な森林管理、国民参加の森林づくり、民有林・ＮＰＯ等と
連携した取組や森林環境教育の取組、国民視点に立った業務の創意工夫に関するもの。
また、業務における調査・実証による成果やそれらの普及・定着に関するもの。

３ 参加資格

(1) 近畿中国森林管理局の職員

(2) 近畿中国森林管理局管内の府県及び市町村の職員

(3) 近畿中国森林管理局管内の森林・林業関係団体等の職員

(4) 近畿中国森林管理局管内の教育機関の生徒・教職員等

(5) 上記(1)～(4)と共同で研究する者

４ 日程及び会場

(1) 日 程 平成２７年１１月２６日(木)、２７日(金) の２日間
(2) 会 場 近畿中国森林管理局 大会議室

大阪市北区天満橋1-8-75（大阪環状線｢桜ノ宮駅｣下車徒歩 5分）

(3) 発表時間 1課題につき発表12分、質疑応答 3分の計15分。

５ 優秀発表者の表彰

発表内容について審査を行い、優秀な発表者を表彰する。



平成２７年度森林・林業交流研究発表会 審査委員

役 職 所 属 機 関 役 職 氏 名

委員長 国立研究開発法人森林総合研究所

関西支所 支 所 長 吉永 秀一郎

委 員 京都大学大学院農学研究科森林科学

専攻 森林・人間関係学分野 准 教 授 松下 幸司

〃 国立研究開発法人森林総合研究所

林木育種センター 関西育種場 場 長 米丸 正則

〃 奈良県森林技術センター

所 長 伊藤 貴文

〃 岡山県農林水産総合センター

森林研究所 所 長 尾銭 健介

〃 近 畿 中 国 森 林 管 理 局

計画保全部長 馬場 敏郎

〃 〃

森林整備部長 鶴園 重幸

表 彰

表 彰 名

近畿中国森林管理局長賞 ３点

国立研究開発法人 森林総合研究所 関西支所長賞 １点

国立研究開発法人 森林総合研究所 林木育種センター関西育種場長賞 １点

一般社団法人 日本森林技術協会理事長賞 １点

一般財団法人 日本森林林業振興会会長賞 １点

森林・林業交流研究発表会審査委員長賞 （特別賞） 必要の

ある場合



　　平成２７年度　森林・林業交流研究発表会　プログラム
発表
順

開始 終了 発　表　課　題　等 発　表　者

13:00 13:08 開会式

1 13:11 13:26
山口森林管理事務所における民国連携の取組について

～地域に愛される国有林を目指して～
山口森林管理事務所

○中嶋　俊介
   平尾　夏郁子

2 13:28 13:43 マルチコプターの業務への活用可能性について
　近畿中国森林管理局

森林技術・支援センター
○池田　則男
○宮﨑　亮一

3 13:45 14:00
新見市地域おこし協力隊（林業男子）

～地域に根ざした活動～
＊新見市産業部農林課

＊新見市地域おこし協力隊

○福田　光一
○大谷　誠
○仲田　翔
○千井野　聡
○佐伯　佳和

4 14:02 14:17 三重県内の集約化団地における搬出間伐の現状と収穫コストの予測 三重県林業研究所    野村　久子

5 14:19 14:34
 銀閣寺山国有林におけるマツ再生林の取組

～除伐、地掻きの考察～
京都大阪森林管理事務所

○飯嶋　弘毅
   坂口　未紗

6 14:36 14:51
ケヤキ林（文化財継承林）の現状（第１報）

－宮域林（伊勢神宮）の森づくりをめざして－
三重森林管理署

○熊崎　康夫
○山岸　極

7 14:53 15:08 カシノナガキクイムシのガムテープトラップ防除 大阪府立園芸高等学校
○山田　りさ
○藤原　伸
○松井　颯汰

15:08 15:18 休　憩

8 15:18 15:33 林道の側溝について 島根森林管理署    森山　哲弥

9 15:35 15:50 神戸・芦屋・西宮市街地に近接する国有林の取扱いへの提言 兵庫森林管理署    小谷地　優

10 15:52 16:07 大規模災害に対応した安全対策工について 奈良森林管理事務所
○潮﨑　琢真
　 小村　政生

11 16:09 16:24 紀伊田辺地区民有林直轄治山事業における景観に配慮した工法について 和歌山森林管理署
   秋田　顕二
○西口　　翔

12 16:26 16:41
大山国有林における治山事業の新たな取組みに向けて

～INSEM 工法導入に当たっての有効性等の検証～
鳥取森林管理署

○佐々木　哲平
   岩　　明広

13 16:43 16:58
地域の森林特性に配慮した治山事業の実施について

　　　　－木材利用の推進を目指して－
広島北部森林管理署

   楠　　康宜
○下澤　篤志

14 17:00 17:15
企業ニーズを捉えた早生樹植栽試験について
     　　～新たなる林業の可能性への試み～

近畿中国森林管理局
技術普及課

   西田　一紀

発表
順

開始 終了 課　　　　　　題

15 9:00 9:15 白山周辺におけるニホンジカ等の生息状況について 石川森林管理署    細見　大良

16 9:17 9:32 箕面国有林における地域と連携したニホンジカ個体数管理について
近畿中国森林管理局

箕面森林ふれあい推進センター
   瀧岡　忠雄

17 9:34 9:49 多雪地帯における植生保護管を用いたシカ食害対策～第２報～ 福井森林管理署
○坂口　正司
   稲吉　康平

18 9:51 10:06
低コストで効果的なシカ防護柵の設置について

～主伐残存木を利用した防護柵の設置～
岡山森林管理署    丸山　晃央

19 10:08 10:23
シカ食害の現状と対策について

～水源林造成事業地における取組事例～
（研）森林総合研究所森林整備センター

近畿北陸整備局
○林　真梨奈
   長野　弘

10:23 10:33 休　憩

20 10:33 10:48
収穫調査の省力化にむけて

～ビッター・リッヒ法の精度検証～
島根森林管理署    東　　勇太

21 10:50 11:05
奈良県森林技術センターとの共同研究の取組みについて

－立木乾燥手法「根元加工」の紹介－
＊奈良森林管理事務所

＊奈良県森林技術センター

○山本　美春
   嶋中　伸二
○寺西　康浩

22 11:07 11:22 微地形及び伐採密度の違いがスギ・ヒノキの個体成長に及ぼす影響
兵庫県立農林水産技術総合センター

森林林業技術センター
   伊東　康人

23 11:24 11:39
低植栽密度で造成されたスギ・ヒノキの標準伐期齢を超えた林分の

林分構造及び材質（幹形・強度）調査結果について
＊広島森林管理署

＊近畿中国森林管理局森林整備部
○堂園　理一郎
○藤原　昭博

24 11:41 11:56
地域の木材を地域で循環させるシステムの構築に向けて

－多賀町の取組－

＊多賀町産業環境課
＊大滝山林組合

＊滋賀県立大学大学院
＊滋賀森林管理署

○竹内　弘知
○樋栄　浩之
○橋本　奈都美
○川村　幸義

11:56 13:00 昼　食　休　憩

25 13:00 13:15 京都府立林業大学校キャップストーン研修体験記 京都府立林業大学校

○米嶋　貴生
○抜屋　　匠
   園部　拓也
   人見　栄一
   鮫島　達也
   俣野　滉太
   水沢　侑作

26 13:17 13:32
低迷する木製品の復活
  －木製品の開発－

京都府立北桑田高等学校
○西向　展悠
○草場　基冶
   小田　隆一

特別
発表

13:37 13:55
ヒノキ人工林における列状間伐後の下層植生に関する研究
　　　　　　－定量化手法の確立並びに管理手法の提案－

岡山県農林水産総合センター
森林研究所

   西山　嘉寛

特別
発表

13:57 14:15 造林木の生育環境への適応性の評価
（研）森林総合研究所林木育種センター

関西育種場
   三浦　真弘

特別
発表

14:17 14:35 ナラ枯れ被害木の薪およびきのこ原木への利用 奈良県森林技術センター    田中　正臣

特別
発表

14:37 14:55
スギ・ヒノキ高齢林の成長

－収穫試験地等固定試験地の成長経過から－
（研）森林総合研究所関西支所    家原　敏郎

14:55 15:05 休　憩

15:05 15:25
表彰式
講   評

※　○印は代表発表者　　＊印は共同発表　

１１月２６日（木）

所　　　属

１１月２７日（金）
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